
新『県立美術館』建設にあたり基本構想（コンセプト）を提言
現在の『福岡県立美術館』（福岡市中央区須崎）

は、長年にわたり、芸術文化との触れ合いの場とし

て多くの方々に親しまれてきました。しかし、建設

から57年が経ち、建物の広さや機能に限界がある

ことなどから、県民の大切な文化資産である美術品

や美術活動を継承し発展させるため、県営「大濠公

園」南側（福岡市中央区）に『新県立美術館』を建

設します。

福岡県では「新福岡県立美術館基本計画策定委員

会」のご意見をもとに、『新県立美術館』の建設や

運営において必要となる基本的な考え方や取組みを

まとめた「新福岡県立美術館基本計画」を2021年

11月に策定しました。

「目指す姿とコンセプト」実現のため、SDGS、ダイバーシティ（多様

性）、インクルージョン（包摂）、さらに先端技術、新しい生活様式など、

文化芸術を取り巻く社会情勢を踏まえ、これに的確に対応できるよう、

「機能と役割」を整理します。

私は、今回の『９月県議会』において、「新県立美術館建設に伴う周辺

環境の整備について」を一般質問しました。服部知事からは『セントラル

パーク基本計画に基づき、大濠公園と市営舞鶴公園で統一したデザインで

多言語表示や施設のホームページが閲覧できるようＱＲコードを記載した案内看板の整備を

行い、能楽堂や日本庭園、福岡城跡や鴻臚館跡等の案内に努めており、新県立美術館の開館

に向け、六本松エリアから新県立美術館への回遊性を促進する。』との答弁を受けました。

新『県立美術館』
基本計画

『福岡県立武道館』は「福岡市立体育館」西側に移設されます。
『福岡県立武道館』は現在、県立「大濠公園」

南側にありますが、新『県立美術館』建設に伴い

「福岡市民体育館」西側（福岡市博多区千代）に

建設することになります。

新武道館は、地上４階・地下１階建て、〝和〟

を意識したデザインが特徴となります。

柔・剣道場だけでなく、体育館として使えるサ

ブアリーナも整備し、バスケットボールなど様々

なスポーツで利用できるようになります。完成は

2025年11月予定です。

現在の「福岡県庁」（博多区東公園）は〝3代目県庁〟。

〝初代県庁〟は、1871年（明治４）～1875（明治８）

年まで「舞鶴公園」（いまの「陸上競技場）にあった。

その後、1873（明治6）年6月、「筑前竹槍一揆」の際

に県庁が焼き討ちされる。

一揆の焼き討ちや、現在の福岡県域確定を受け、県庁は

福岡市中央区天神（現「アクロス福岡」）に移設となる。

〝２代目県庁〟は1911（明治44年）に起工、1913年

（大正２ ）に上棟式を迎え、1915（大正４）年、新たに

洋式建築の庁舎が完成。〝２代目県庁〟は1981（昭和56）

年までの60年間、天神にあった。

今年は２代目県庁の上棟から110年


